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定例会の会期について報告する
佐々木 光雄 議会運営委員長

　

平
成
二
十
一
年
第
一
回
定
例
会
は
、
三
月
六
日
か
ら

十
二
日
ま
で
の
七
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
人
権
擁
護

委
員
の
推
薦
、
町
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
条
例
の
制
定
、

条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
の
補
正
予
算
、
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
の
当
初
予
算
な
ど
、
報
告
一
件
、
諮
問
一

件
、
議
案
四
十
二
件
、
追
加
議
案
四
件
が
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
六
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
当
局

の
所
見
を
求
め
ま
し
た
。

寄附者の方々の意向を政策に反映することにより
多様な方々の参加による魅力あるまちづくりに資するものです　

所信表明する三村町長

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

　

薦
に
つ
い
て

　

前
任
者
の
辞
任
に
伴
い
人
権
擁

護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
推
薦
す

る
も
の
。

◆
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き

現
委
員
の
三
名
を
選
任
す
る
も
の
。

◆
町
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
条
例　

　　

町
内
の
一
定
の
区
域
に
住
所
を

有
す
る
者
の
地
縁
に
基
づ
い
て
形

成
さ
れ
た
団
体
（
町
内
会
等
）
は
、

地
域
的
な
共
同
活
動
の
た
め
の
不

動
産
に
関
す
る
権
利
等
を
保
有
す

る
た
め
市
町
村
長
の
認
可
を
受
け

た
と
き
は
、
そ
の
規
約
に
定
め
る

目
的
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
権
利

を
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、

町
に
地
縁
団
体
（
町
内
会
等
）
と

し
て
印
鑑
登
録
で
き
る
も
の
。

川か
わ 

口ぐ
ち 

俊と
し 

彦ひ
こ 

氏
（
深 

沢
）

市い
ち 

村む
ら 

堅け
ん
じ
ろ
う

二
郎 

氏
（
染 

屋
）

松ま
つ 

田だ 

信の
ぶ 

夫お 

氏 

（
豊 

栄
）

谷や 

地ち　

 

武た
け
し 

氏 

（
七
軒
町
）

主
な
議
案
の
内
容

平成２１年第１回定例会（３月６日～１２日）
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屋
内
に
設
置
予
定
の
防
災
無
線
の

個
別
受
信
機
（
写
真
は
旧
百
石
地

区
の
受
信
機
）

追 
加 
議 
案

各
戸
に
個
別

受
信
機
を
設
置

◆
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
基
金
条

　

例

　

町
の
ま
ち
づ
く
り
に
賛
同
す
る

個
人
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
か
ら

の
寄
附
金
を
財
源
と
し
て
、
寄
附

者
の
意
向
を
具
体
化
し
政
策
に
反

映
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な

人
々
の
参
加
に
よ
る
魅
力
あ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
に
資
す
る
も
の
。

　

寄
附
者
は
次
の
と
お
り
寄
附
金

の
使
途
を
指
定
で
き
る
。

 

① 

将
来
を
担
う
人
材
育
成
事
業

 

② 

自
然
環
境
の
保
全
事
業

 

③ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
事
業

 

④ 

お
い
ら
せ
ブ
ラ
ン
ド
事
業

 

⑤ 

寄
附
者
が
指
定
す
る
事
業

◆
町
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時

　

特
例
基
金
条
例

　

介
護
報
酬
改
定
に
伴
う
介
護
保

険
料
の
急
激
な
上
昇
を
軽
減
す
る

た
め
に
交
付
さ
れ
る
、
介
護
従
事

者
処
遇
改
善
特
例
交
付
金
を
基
金

と
し
て
積
み
立
て
し
、
介
護
保
険

料
の
軽
減
を
図
る
も
の
。

◆
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　

地
域
住
民
の
安
全
、
安
心
を
ま

も
る
た
め
、
町
営
住
宅
へ
の
暴
力

団
員
の
入
居
制
限
を
講
ず
る
も
の
。

◆
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更

　

豊
栄
地
区
の
住
民
の
利
便
を
図

る
た
め
、
向
山
及
び
向
平
の
一
部

の
区
域
及
び
名
称
を
変
更
す
る
も

の
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
住
所
の
表
示
が

お
い
ら
せ
町
豊
栄
一
丁
目
な
ど
に

変
更
に
な
る
。

◆
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
工
事

　

請
負
契
約
の
締
結

　

下
田
地
区
全
域
の
防
災
行
政
無

線
施
設
を
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
改
修

し
、
屋
外
拡
声
子
局
二
十
一
局
と

各
戸
及
び
事
業
所
、
公
共
施
設
に

個
別
受
信
機
を
五
千
九
百
四
十
九

台
設
置
す
る
も
の
。

　

総
事
業
費
は
約
五
億
八
千
万
円
。

◎
第
一
工
区

・
施
行
場
所

　

下
田
地
区
全
域

・
契
約
金
額

　

一
億
二
千
四
百
七
十
四
万
円

・
契
約
の
相
手

　

株
式
会
社　

山
下
電
業

◎
第
二
工
区

・
施
行
場
所

　

本
村
、
鍋
久
保
、
洗
平
、
新
敷
、

　

阿
光
坊
、
錦
ヶ
丘
地
区

・
契
約
金
額

　

五
千
四
百
十
八
万
円

・
契
約
の
相
手

　

有
限
会
社　

パ
ル
電
装
技
研

◎
第
三
工
区

・
施
行
場
所

　

木
内
々
、
三
本
木
、
曙
、
有
楽

　

町
地
区

・
契
約
金
額

　

五
千
二
百
九
十
二
万
円

・
契
約
の
相
手

　

南
電
気
工
事　

株
式
会
社

◎
第
七
工
区

・
施
行
場
所

　

木
ノ
下
地
区

・
契
約
金
額

　

四
千
八
百
十
九
万
五
千
円

・
契
約
の
相
手

　

株
式
会
社　

大
成
計
装

　

こ
の
外
に
議
会
の
議
決
を
要
し

な
い
で
契
約
し
た
工
区
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
第
四
工
区

・
施
行
場
所

　

間
木
、
染
屋
、
木
崎
、
中
野
平

　

向
坂
地
区

・
契
約
の
相
手

　

株
式
会
社　

久
保
田
電
気
工
業
社

◎
第
五
工
区

・
施
行
場
所

　

三
田
、
秋
堂
、
苗
振
谷
地
地
区

・
契
約
の
相
手

　

株
式
会
社　

光
和
電
気
工
業

◎
第
六
工
区

・
施
行
場
所

　

向
山
、
豊
原
、
豊
栄
、
苫
米
地

　

地
区

・
契
約
の
相
手

　

佐
々
木
・
大
場
電
気
通
信
工
事

　

共
同
企
業
体

◎
第
八
工
区

・
施
行
場
所

　

青
葉
地
区

・
契
約
の
相
手

　

株
式
会
社　

河
野
電
気
工
業

◎
第
九
工
区

・
施
行
場
所

　

鶉
久
保
地
区

・
契
約
の
相
手

　

有
限
会
社　

ア
イ
テ
ッ
ク

◎
第
十
工
区

・
施
行
場
所

　

緑
ヶ
丘
地
区

・
契
約
の
相
手

　

株
式
会
社　

日
進
電
気

◎
第
十
一
工
区

・
施
行
場
所

　

若
葉
、
住
吉
地
区

・
契
約
の
相
手

　

浪
岡
電
設　

有
限
会
社
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平成２１年度当初予算決まる

百石中学校校舎改築事業に５億６千４百９６万円を計上　平成２２年度完成へ
３月１１日、１２日に議員全員による予算特別委員会を開き、一般会計及び特別会計等の全11会計の
平成２１年度予算の審査を行い、１２日の本会議において原案のとおり可決しました。

一般会計は ９４億５千５百万円

馬場正治 予算特別委員長

平成21年度　各会計の予算状況
（単位：千円）

会　　　　　　　　計 本年度予算額 前年度予算額 差引増減
一　　般　　会　　計 ９，４５５，０００ ８，７７３，１００ ６８１，９００

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ２，６０７，０７０ ２，６５５，３２７ ▲４８，２５７
老 人 保 健 特 別 会 計 １０，１８０ １４６，７４５ ▲１３６，５６５
奨学資金貸付事業特別会計 １８，２５３ １６，３６１ １，８９２
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 １，２０６，８０２ １，３３８，１６７ ▲１３１，３６５
農業集落排水事業特別会計 １０４，４８７ １００，９７５ ３，５１２

介 護 保 険 特 別 会 計 １，５９２，３９８ １，５４２，４０５ ４９，９９３

霊 園 事 業 特 別 会 計 １４，２９５ １３，８９０ ４０５
公共用地取得事業特別会計 ４７，６５０ ４５，５０８ ２，１４２
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 １３５，５７３ ２６０，５２５ ▲１２４，９５２

計 ５，７３６，７０８ ６，１１９，９０３ ▲３８３，１９５

（公営企業会計）
病院事業会計

収　益 ９６３，０９２ ９０８，８０３ ５４，２８９
資　本 ３７５，１５６ １５０，３８７ ２２４，７６９

総　　　　　　計 １６，５２９，９５６ １５，９５２，１９３ ５７７，７６３

○
町　

税

　

厳
し
い
経
済
情
勢
や
不
安
定

な
雇
用
情
勢
に
よ
り
、
町
民
税

が
減
少
傾
向
と
な
り
、
固
定
資

産
税
も
新
築
家
屋
の
増
加
が
み

ら
れ
る
も
の
の
評
価
替
え
等
に

よ
り
、
二
・
八
％
の
減
。

○
地
方
交
付
金

　

地
域
の
知
恵
を
生
か
し
た
事

業
を
推
進
し
、
地
域
の
雇
用
を

創
出
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て

「
地
域
雇
用
創
出
推
進
費
」
の

創
設
に
よ
り
一
・
九
％
の
増
。

　

特
別
交
付
税
は
、
合
併
特
例

の
包
括
算
入
分
が
減
額
と
な
る

こ
と
か
ら
五
・
九
％
の
減
。

○
国
庫
支
出
金

　

防
災
行
政
無
線
放
送
施
設
整

備
事
業
、
百
石
中
学
校
校
舎
改

築
事
業
の
実
施
に
伴
い
、

五
十
三
・
六
％
の
増
。

○
地
方
債

　

防
災
行
政
無
線
放
送
施
設
整

備
事
業
な
ど
の
財
源
と
し
て
合

併
特
例
債
の
借
り
入
れ
及
び
地

方
交
付
税
の
代
替
財
源
と
な
る

臨
時
財
政
対
策
債
の
増
額
に
よ

り
、
八
十
二
・
九
％
の
増
。

○
投
資
的
経
費

・
百
石
漁
港
改
修
事
業

・
防
災
行
政
無
線
放
送
施
設
整
備
事
業

・
消
防
屯
所
建
替
事
業

・
生
活
関
連
道
路
施
設
整
備
事
業

・
百
石
中
学
校
校
舎
改
築
事
業

・
木
内
々
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
改

　

修
事
業
な
ど

○
義
務
的
経
費

・
人
件
費
は
、
適
正
な
職
員
配
置

　

と
人
件
費
抑
制
に
努
め
て
い
る

　

が
、
退
職
組
合
負
担
金
の
増
額

　

に
よ
り
、
〇
・
八
％
の
増
。

・
扶
助
費
は
、
身
体
・
知
的
障
害

　

者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
す

　

就
労
移
行
支
援
費
や
児
童
手
当

　

及
び
保
育
所
運
営
費
の
増
額
に

　

よ
り
、
一
・
七
％
の
増
。

・
公
債
費
は
、
前
年
度
に
国
の
公

　

債
費
負
担
軽
減
策
の
一
環
と
し

　

て
、
公
的
資
金
の
補
償
金
免
除

　

な
ど
を
繰
上
償
還
し
た
た
め

　

六
・
六
％
の
減
。

◆
歳
入
の
主
な
内
容

◆
歳
出
の
主
な
内
容
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一般会計の補正額は、５億９千４百10万４千円の増額で、総額を98億６千２百57万６千円とした。
特別会計等（10会計）の合計補正額は、４千９百22万５千円の減額で、72億8千百77万5千円とした。

２０年度補正予算の概要２０年度補正予算の概要（21年３月補正）

生活関連道を現地調査する委員（豊栄地区）

所管する事項を審査する産業民生常任委員会

（単位：千円）

　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
三
日
、

産
業
民
生
常
任
委
員
会
（
馬
場 

正
治 

委
員
長
）
を
開
催
し
、
平

成
二
十
一
年
度
に
予
定
さ
れ
て

い
る
町
内
の
生
活
関
連
道
整
備

計
画
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま

し
た
。 町

生
活
関
連
道
の
現
地
調
査
を
実
施

産
業
民
生
常
任
委
員
会

　

町
地
域
整
備
課
の
立
ち
会
い
の

も
と
、
平
成
二
十
一
年
度
に
整
備

計
画
し
て
い
る
二
十
六
路
線
の
生

活
道
路
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
「
景
気
対
策
も
あ

る
の
で
早
期
に
、
前
倒
し
で
発
注

す
る
よ
う
に
」
と
の
要
望
が
だ
さ

れ
ま
し
た
。

　

担
当
課
と
し
て
も
早
い
時
期
に

入
札
発
注
を
実
施
す
る
考
え
を
示

し
ま
し
た
。

会　計 補正前 補正額 補正後 補正の主なもの

一　　般 9,268,472 594,104 9,862,576

定額給付金給付費　　　　　    　　　　  382,896
子育て応援特別手当給付費　　　　　　　  18,000
生ごみ処理機購入費補助金　　　　　　　  15,000
白鳥飛来地マコモ浮島設置工事費　　     　  4,621
間木・百石1号線改良舗装工事費　　　      31,000
町道整備工事費　　　　　               　   145,000

国　　保 2,719,613 ▲59,483 2,660,130 保険財政共同安定化事業拠出金　           ▲55,955
老人保健 198,267 0 198,267
奨学資金 18,969 346 19,315 奨学基金積立金　　　　　　　　　　　　　　676

公共下水 1,338,561 ▲10,811 1,327,750 水道管等移設補償費　　　　　　　　　　 ▲4,000
町債償還利子　　　　　　　　　　　　　 ▲3,367

集落排水 106,404 ▲622 105,782 公課費（消費税）  　　　　　　　　　　　 ▲330
介護保険 1,633,423 15,967 1,649,390 介護従事者処遇改善臨時特例基金積立金     14,238
霊園事業 13,949 0 13,949
公共用地 47,778 0 47,778
後期高齢 134,616 ▲4,425 130,191 後期高齢者医療広域連合納付金　          　▲6,947

病院事業 1,119,420 9,803 1,129,223 投薬、注射用薬品等  　　　　　　　　　　 6,800
各種診療材料　　　　　　　　　　　　　 　5,200

総　計 16,599,472 544,879 17,144,351
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一 
般 

質 

問
松 林 義 光　議員

質
問　

議
員
定
数
の
縮
小
な
ど
で

財
政
節
減
効
果
が
あ
る
一
方
、
合

併
に
よ
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
た
、
公
平
な
町
づ
く
り
が
行
わ

れ
て
い
な
い
等
の
不
満
が
く
す

ぶ
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

合
併
の
成
否
に
つ
い
て
町
長
の
所

見
を
問
う
。

答
弁　

合
併
の
成
否
の
所
見
を
問

わ
れ
れ
ば
、
合
併
は
間
違
っ
て
い

な
か
っ
た
、
評
価
は
お
い
ら
せ
町

の
町
づ
く
り
の
実
践
活
動
が
実
証

す
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
現

実
の
課
題
に
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取

り
組
み
、
持
続
可
能
で
、
後
世
に

残
し
得
る
町
を
築
い
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

今
後
の
町
づ
く
り
に
生
か

す
た
め
に
も
、
合
併
検
証
が
必
要

で
あ
る
と
思
う
。
町
民
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁　

丸
三
年
を
経
過
し
た
現
在
、

何
ら
か
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
も
一
つ
の
選
択
肢
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

総
合
基
本
計
画
で
、
庁
舎

の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
検
討
す

る
と
の
こ
と
。
大
い
に
意
義
の
あ

る
提
言
で
あ
る
。
本
庁
舎
、
分
庁

舎
が
い
つ
ま
で
も
存
在
す
る
こ
と

は
財
政
的
に
も
コ
ス
ト
高
に
な
る

し
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
も
不

合
理
で
あ
る
。
役
場
を
一
つ
に
す

る
こ
と
を
最
重
要
施
策
と
位
置
づ

け
早
期
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁　

ま
ず
は
、
庁
舎
機
能
の
あ

り
方
を
内
部
で
検
討
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
が
、
庁
舎
の
一
本
化

は
町
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

一
本
化
す
る
に
は
膨
大
な
財
源
を

必
要
と
し
ま
す
。
早
期
に
と
言
う

こ
と
で
す
が
、
時
間
を
か
け
て
、

取
り
組
ん
で
行
く
考
え
で
す
。
調

査
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合

に
は
、
新
た
に
設
置
す
る
委
員
会

で
行
う
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

こ
の
こ
と
は
前
の
議
会
で

地
域
住
民
の
思
い
と
言
う
も
の
を

考
慮
し
な
が
ら
前
向
き
に
進
め
る

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
現
在
、
全

く
進
展
し
て
い
な
い
。
ど
の
よ
う

な
状
況
に
な
れ
ば
公
園
設
置
の
気

運
が
高
ま
る
の
か
。

答
弁　

現
財
政
状
況
下
で
は
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
二
十
一

年
度
は
具
体
的
な
行
動
に
移
す
年

度
に
し
た
い
思
い
ま
す
。

質
問　

人
口
増
の
緑
ヶ
丘
九
丁
目

周
辺
に
消
火
栓
等
の
消
防
施
設
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
対
応
策
は
。

答
弁　

こ
の
地
区
に
は
消
火
栓
な

ど
の
消
防
水
利
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

防
火
水
槽
の
設
置
が
有
効
で
は
な

い
か
な
と
言
う
こ
と
で
、
現
在
、

考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問　

乳
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の

通
院
・
入
院
医
療
費
を
無
料
に
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

答
弁　

現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況

を
考
え
る
と
、
町
単
独
で
の
全
額

無
料
支
給
の
実
施
は
困
難
で
あ
り

ま
す
。

合
併
の
成
否
に
つ
い
て

の
所
見
を
問
う

古
間
木
山
地
区
の
公
園
設

置
は
何
故
進
ま
な
い
の
か

総
合
基
本
計
画
で
庁
舎

の
あ
り
方
を
調
査
検
討

す
る
と
の
こ
と

審
議
委
員
が
進
め
る

の
か

〔 本 庁 舎 〕

いつになる
庁舎の一本化

〔 分 庁 舎 〕
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健全開発誘導地域
北部横断軸三沢・十和田・

下田インター

下田・
百石インター
大型商業拠点

中部横断軸

南部横断軸

百石海岸

太
平
洋

海
岸
線
緑
地
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北
本
線

中
野
平
三
沢
線

南
部
縦
貫
軸

中
部
縦
貫
軸

海
岸
線
縦
貫
軸

百石工業団地

百石漁港奥入瀬川
奥入瀬河岸緑地帯

奥入瀬河岸緑地帯

既存住宅・緑地・

開発誘導地域 開発誘導地域 開発
誘導地域

既存市街地
（下田）

既存
市街地
（百石）

市街地連携幹線軸

既存住宅・緑地・農業保全地域

農地保全地域

第２みちのく
有料道路

明神川水系

下田公園

向山駅

下田駅

いちょう公園

都市公園
連携軸

国道
338号

一 
般 

質 

問
西 館 芳 信　議員

町
の
均
衡
あ
る
発
展
を

期
す
施
策
の
推
進

質
問　

十
二
月
議
会
に
提
案
さ
れ

た
「
町
総
合
計
画
基
本
構
想
」
で

の
土
地
利
用
計
画
は
具
体
性
に
乏

し
く
、
四
十
年
前
の
新
産
都
市
八

戸
を
中
心
に
考
え
ら
れ
た
ま
ま
の

も
の
と
の
前
提
で
二
点
を
問
う
。

①　

古
く
な
っ
た
八
戸
新
産
都
市

計
画
か
ら
脱
却
し
て
独
自
の
都
市

計
画
（
土
地
利
用
）
を
創
る
べ
き

だ
と
思
う
が
？

②　

農
用
地
と
し
て
よ
り
も
は
る

か
に
、
地
域
の
た
め
に
役
立
ち
、

か
つ
生
産
性
の
高
い
土
地
を
「
農

用
地
確
保
」
の
名
目
で
固
定
化
さ

せ
て
お
く
こ
と
は
、
町
に
と
っ
て

大
き
な
損
失
で
あ
る
が
、
こ
の
根

拠
法
の
「
農
振
法
」
か
ら
外
れ
る

こ
と
は
可
能
か
？

答
弁 

①　

当
町
の
都
市
計
画
は
、

八
戸
都
市
計
画
区
域
と
し
て
昭
和

四
十
六
年
に
線
引
指
定
さ
れ
、
こ

の
三
十
六
年
の
間
、
部
分
的
な
見

直
し
と
し
て
、
百
石
地
域
の
工
業

専
用
地
域
二
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

追
加
と
下
田
菜
飯
地
区
に
商
・
工

業
地
域
五
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
追

加
し
部
分
的
見
直
し
を
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
街
化
調
整

区
域
の
割
合
が
全
体
の
九
十
一
％

を
占
め
て
い
る
た
め
、
住
宅
建
築

や
企
業
立
地
な
ど
の
開
発
行
為
が

著
し
く
規
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
の
活
性
化
を
阻
害
し
て

い
る
区
域
区
分
の
見
直
し
が
急
務

と
考
え
、
旧
両
町
に
お
い
て
も
、

市
街
化
区
域
の
拡
大
を
県
に
申
し

入
れ
て
来
た
と
こ
ろ
だ
。

　

県
か
ら
は
、
市
街
化
区
域
内
に

未
利
用
地
が
あ
り
、
編
入
基
準
を

満
た
さ
な
い
と
言
わ
れ
た
。

　

モ
ー
タ
リ
ー
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進

展
と
社
会
経
済
情
勢
も
大
き
く
衰

化
し
、
さ
ら
に
は
新
た
な
土
地
利

用
を
求
め
る
多
く
の
声
も
あ
り
、

新
た
な
都
市
計
画
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
、
合
併
後
に
お
い
て
も
引

続
き
、
都
市
計
画
の
変
更
を
強
く

県
に
求
め
て
い
く
。

②　

農
振
法
で
は
県
知
事
が
農
業

振
興
地
域
整
備
基
本
方
針
を
定
め
、

農
業
振
興
を
図
る
こ
と
が
相
当
と

認
め
ら
れ
る
地
域
に
つ
い
て
、
市

町
村
と
協
議
を
し
た
上
で
、
農
業

振
興
地
域
を
指
定
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
法
制
度
上
、
農
振

地
域
か
ら
外
れ
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え

ら
れ
る
。

　

青
森
県
農
業
振
興

地
域
整
備
基
本
方
針

で
は
、
青
森
県
の
全

市
町
村
が
農
振
地
域

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

お
い
ら
せ
町
で
は
、

行
政
区
域
の
う
ち
、

都
市
計
画
法
に
定
め

る
市
街
化
区
域
を
除

い
て
農
振
地
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

　

指
定
さ
れ
た
市
町

村
は
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
を
定
め
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

農
業
に
関
す
る
公
共

投
資
、
そ
の
他
、
農
業
振
興
に
関

す
る
施
策
を
計
画
的
に
実
施
し
農

振
地
域
の
整
備
推
進
を
目
的
と
し

て
、
農
業
生
産
の
向
上
を
図
る
た

め
に
行
う
基
監
整
備
や
、
施
策
整

備
等
の
方
針
や
計
画
に
関
す
る
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び
農
用
地
等
に

利
用
す
べ
き
土
地
と
し
て
、
農
用

地
区
域
の
設
定
等
を
行
う
農
用
地

利
用
計
画
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
、

当
該
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
た

土
地
で
は
土
地
利
用
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

今
後
は
町
の
特
性
に
合
っ
た
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
策
定
に

向
け
、
努
力
し
て
い
き
た
い
。

おいらせ町総合計画　土地利用方針図
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一 
般 

質 

問
種 市 恭 子　議員

質
問　

町
内
の
企
業
の
皆
様
か
ら

は
、
雇
用
や
税
収
、
そ
の
他
い
ろ

い
ろ
な
面
で
多
大
な
貢
献
を
受
け

て
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。
町
内
に
誘
致
企
業
が
三
十
五

社
あ
る
が
世
界
的
な
不
況
で
影
響

を
受
け
て
い
な
い
か
。

①　

非
正
規
労
働
者
の
派
遣
切
り

と
か
、
正
社
員
の
解
雇
と
か
は
な

い
か
。

②　

三
十
五
社
か
ら
の
税
収
の
総

額
は
い
く
ら
か
。

③　

滞
納
は
な
い
か
。
相
手
に
配

慮
し
た
納
入
方
法
を
考
え
て
い
る

の
か
。

④　

雇
用
や
自
主
財
源
の
確
保
に

新
規
の
誘
致
企
業
を
望
め
な
い
今
、

既
存
の
企
業
が
閉
鎖
に
追
い
込
ま

れ
な
い
よ
う
に
何
ら
か
の
支
援
が

必
要
と
思
う
が
、
相
談
を
受
け
た

こ
と
は
な
い
か
。

答
弁 

①　

当
町
に
お
い
て
二
社
、

合
わ
せ
て
四
十
四
名
が
解
雇
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
社
は
昨
年
十
月
閉

鎖
。
お
い
ら
せ
町
民
は
正
社
員
二

名
、
パ
ー
ト
職
員
二
名
と
伺
っ
て

い
ま
す
。

　

会
社
側
に
再
就
職
先
の
斡
旋
を

依
頼
し
ま
し
た
が
実
現
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

も
う
一
社
は
三
月
末
で
製
造
部

門
を
閉
鎖
し
、
当
町
民
は
二
名
が

解
雇
の
対
象
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

②　

平
成
二
十
年
度
の
税
収
は
法

人
税
・
固
定
資
産
税
で
一
億
一
千

二
百
七
十
九
万
六
千
円
で
す
。
イ

オ
ン
関
連
は
一
億
七
千
四
百
七
十

七
万
五
千
九
百
円
で
す
。

③　

三
社
の
滞
納
が
あ
り
ま
す
が
、

分
納
と
い
う
こ
と
で
内
諾
を
得
て

い
ま
す
。

④　

今
の
と
こ
ろ
各
企
業
か
ら
直

接
、
支
援
に
関
す
る
相
談
は
受
け

て
い
な
い
。
毎
年
誘
致
企
業
と
の

懇
談
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
今

後
は
内
容
を
充
実
さ
せ
、
動
向
把

世
界
的
な
経
済
不
況

町
内
の
企
業
は
大
丈
夫
？

子
供
た
ち
の
携
帯
電
話

　

 

教
育
委
員
会
の

　
　
　
　

考
え
方
は

町内の誘致企業が立地する百石工業団地

握
に
努
め
、
工
場
閉
鎖
に
追
い
込

ま
れ
な
い
よ
う
町
と
商
工
会
が
連

携
し
て
、
支
援
体
制
の
確
立
を
図

り
、
雇
用
の
確
保
拡
大
に
努
め
ま

す
。

質
問　

小
中
学
生
と
携
帯
電
話
に

つ
い
て

　

県
内
の
小
中
学
生
の
所
持
率
は
、

小
学
校
三
百
六
十
四
校
中
約

八
十
％
、
中
学
校
百
六
十
七
校
中

九
十
八
％
が
学
校
へ
の
持
込
み
を

禁
止
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
町
村

教
育
委
員
会
の
取
組
み
状
況
は
、

学
校
へ
の
指
導
方
針
を
定
め
て
い

る
と
こ
ろ
は
四
十
教
育
委
員
会
中

約
十
三
％
、
五
教
育
委
員
会
と
の

こ
と
。
犯
罪
に
巻
込
ま
れ
る
前
に

対
策
と
し
て

①　

当
町
に
お
け
る
小
中
学
校
へ

の
携
帯
電
話
の
持
込
み
の
現
状
に

つ
い
て
伺
う
。

②　

教
育
委
員
会
の
学
校
で
の
携

帯
電
話
の
取
扱
い
方
針
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁 

①　

町
内
の
小
学
校
五
、

六
年
生
と
中
学
校
全
生
徒
を
対
象

に
調
査
し
た
結
果
、
小
学
生

五
百
七
十
二
名
中
五
十
一
名
、
所

持
率
八
・
九
％
。
中
学
生
全
体
で

は
八
百
十
三
名
中
百
八
十
七
名
、

所
持
率
二
十
三
％
で
す
。

　

持
込
み
は
禁
止
と
し
て
い
ま
す

が
、
や
む
を
得
な
い
事
情
の
場
合

は
保
護
者
と
の
相
談
の
上
、
学
校

管
理
下
で
は
学
校
保
管
の
対
応
を

し
て
い
ま
す
。

②　

合
併
時
よ
り
学
校
生
活
の
中

で
の
携
帯
電
話
を
原
則
持
込
み
禁

止
と
し
、
有
害
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク

セ
ス
等
に
つ
い
て
の
対
応
と
し
て
、

各
学
校
と
も
教
育
活
動
の
中
で
正

し
い
使
い
方
を
指
導
す
る
と
と
も

に
、
警
察
と
県
教
育
委
員
会
の
合

同
専
門
チ
ー
ム
を
講
師
と
し
て
学

習
会
を
実
施
し
、
保
護
者
集
会
で

も
開
催
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
早

い
段
階
か
ら
指
導
を
強
化
し
て
、

安
心
・
安
全
な
学
校
生
活
、
家
庭

生
活
を
送
れ
る
よ
う
取
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。

中学生の携帯電話所持率は23％
（これはイメージ写真です。）
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一 
般 

質 

問
吉 田 絹 恵　議員

二
十
一
年
度
お
い
ら
せ
町

　

予
算
編
成
の

　
　

基
調
は
ど
こ
に

質
問
１　

お
い
ら
せ
町
総
合
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
計

画
を
実
行
す
る
に
は
財
源
確
保
が

不
可
欠
で
あ
る
。
計
画
を
裏
付
け

る
二
十
一
年
度
の
予
算
編
成
は
ど

こ
に
基
調
を
お
い
て
、
か
つ
住
民

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
予
算
編
成

に
取
組
ま
れ
た
か
を
問
う
。

答
弁
１　

継
続
的
に
行
な
っ
て
き

た
教
育
施
設
及
び
生
活
関
連
道
路

の
整
備
事
業
や
臨
時
財
政
対
策
債

の
借
入
れ
に
よ
り
、
平
成
二
十
年

度
末
の
地
方
債
残
高
は
、
一
般
会

計
で
百
二
十
八
億
八
千
万
円
、
特

別
会
計
及
び
公
営
企
業
を
合
わ
せ

る
と
二
百
三
十
七
億
一
千
万
円
に

な
る
見
込
み
。
こ
れ
ら
の
償
還
費

は
、
今
後
の
財
政
運
営
に
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
。
財
政
健
全

化
法
の
施
行
に
よ
り
、
健
全
化
判

断
比
率
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
、

実
質
公
債
費
比
率
が
十
八
％
を
超

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
期
的
な

展
望
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
厳
し

い
財
政
状
況
の
歳
出
に
お
い
て
は
、

定
員
適
正
化
計
画
に
よ
り
人
件
費

を
抑
制
、
一
般
行
政
経
費
の
う
ち

物
件
費
に
つ
い
て
マ
イ
ナ
ス
シ
ー

リ
ン
グ
を
実
施
、
町
単
独
補
助
金

の
一
律
削
減
、
既
存
事
業
に
つ
い

て
も
事
業
効
果
を
精
査
し
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
を
図
る
な

ど
経
費
の
節
減
に
努
め
、
歳
入
に

お
い
て
は
自
主
財
源
で
あ
る
町
税

等
の
徴
収
率
の
向
上
、
補
助
事
業

の
効
果
的
な
選
択
な
ど
に
よ
り
歳

入
確
保
に
取
組
み
、
限
ら
れ
た
財

源
の
重
点
的
配
分
と
効
率
化
に
よ

り
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

が
得
ら
れ
る
よ
う
創
意
工
夫
し
て

い
る
。
予
算
編
成
前
に
は
各
課
か

ら
町
民
ニ
ー
ズ
を
取
入
れ
た
事
業

の
実
施
計
画
を
提
出
さ
せ
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
、
費
用
対
効
果
や

重
要
度
を
見
き
わ
め
、
町
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
本
予
算
に
反
映

さ
せ
て
い
る
。

質
問
２　

基
本
方
針
に
基
づ
い
た

各
行
政
ご
と
の
施
策
の
連
携
に
つ

い
て
問
う
。

答
弁
２　

今
回
策
定
し
た
総
合
計

画
に
つ
い
て
は
、
お
い
ら
せ
町
の

将
来
像
達
成
の
た
め
、
七
つ
の
ま

ち
づ
く
り
基
本
方
針
と
四
十
七
の

施
策
、
そ
の
施
策
か
ら
展
開
さ
れ

る
百
四
十
の
主
な
取
組
み
事
業
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
四
十
七
の

施
策
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
各
課
が
横
断
的
に
取
組

む
施
策
や
事
業
に
つ
い
て
企
画
調

整
機
能
を
強
化
、
情
報
の
共
有
、

具
体
的
に
は
行
政
評
価
の
仕
組
み

を
充
実
さ
せ
、
縦
割
り
で
は
な
く
、

各
課
横
断
的
な
対
応
を
徹
底
し
、

総
合
的
、
体
系
的
な
施
策
を
実
施

す
る
体
制
を
整
備
す
る
。
ま
た
、

庁
議
や
政
策
会
議
等
に
お
い
て
も

調
整
を
行
い
、
職
務
に
当
た
る
職

員
が
縦
割
り
意
識
を
持
つ
こ
と
な

く
総
合
的
な
観
点
で
事
務
事
業
を

遂
行
す
る
。

質
問
３　

子
育
て
支
援
の
充
実
に

つ
い
て
の
項
目
で
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足
度
が
八
・

一
％
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
回

答
に
対
し
て
町
は
ど
の
よ
う
に
と

ら
え
て
い
る
か
。

答
弁
３　

総
合
計
画
策
定
に
お
け

る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
子
育

て
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
項
目
の
や

や
満
足
、
満
足
が
八
・
一
％
、
や

や
不
満
、
不
満
が
二
十
六
・
一
％

で
、
普
通
が
六
十
三
％
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
子
育
て

保
護
者
の
方
々
は
子
育
て
支
援
に

関
し
て
お
お
む
ね
普
通
と
と
ら
え

て
い
る
の
か
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
子
育
て
に
安
心
・
安
全
・
喜

び
が
持
て
る
環
境
と
体
制
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
く
。

より一層の横断的対応が求められる行政組織

子育てに安心・安全・喜びが持てる
環境と体制づくりを目指して

（これはイメージ写真です。）

全面改築を待つ百石中学校
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一 
般 

質 

問
川 口 弘 治　議員

本庁舎正面には、
本部設置を知らせる看板が

英会話を教えるＡＬＴ

質
問　

町
で
は
先
般
、
お
い
ら
せ

町
緊
急
経
済
対
策
推
進
本
部
を
設

置
し
、
国
、
県
の
対
策
の
整
合
性
、

又
は
、
お
い
ら
せ
町
商
工
会
と
の

連
携
を
図
り
、
各
種
施
策
を
検
討

し
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

今
後
、
経
済
情
勢
は
さ
ら
に
厳
し

さ
を
増
す
と
言
わ
れ
て
い
る
状
況

の
中
で
、
町
と
し
て
は
、
商
工
業
、

農
業
、
漁
業
を
は
じ
め
各
種
団
体

と
の
連
携
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の

お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

経
済
対
策
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て

措
置
を
受
け
な
が
ら
、
新
商
品
の

開
発
、
販
路
の
促
進
等
、
産
業
の

活
性
化
を
目
指
す
中
で
、
各
種
団

体
の
連
携
を
強
化
し
、
産
品
の
全

国
展
開
や
、
地
産
地
消
の
推
進
を

図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
難
局

に
当
た
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

答
弁　

我
が
国
は
、
世
界
的
規
模

の
金
融
危
機
等
、
百
年
に
一
度
と

言
わ
れ
る
大
不
況
の
影
響
を
受
け
、

経
済
、
雇
用
は
危
機
的
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
も
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

を
受
け
て
町
で
は
去
る
二
月

二
十
三
日
に
お
い
ら
せ
町
緊
急
経

済
対
策
推
進
本
部
を
設
置
し
、
各

種
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
こ
の
中
に
は
、
雇
用
対
策

と
し
て
新
た
な
雇
用
を
創
出
す
る
、

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金

事
業
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
な
ど
、

生
活
対
策
事
業
や
、
経
済
対
策
事

業
な
ど
が
折
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

又
、
現
在
、
町
で
は
、
平
成
一
九

年
度
に
お
い
ら
せ
町
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
を
策
定
し
地
域
資
源
を
最
大
限

に
利
用
し
て
、
お
い
ら
せ
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
に
よ
る
地
域
づ
く
り
と

産
業
の
活
性
化
を
目
指
す
こ
と
を

目
標
に
、
商
工
会
や
農
協
、
漁
協

を
は
じ
め
と
し
た
各
種
団
体
、
事

業
者
等
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
て

お
い
ら
せ
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会

を
平
成
二
〇
年
六
月
に
設
立
し
て

お
り
ま
す
。
事
務
局
は
、
企
画
課
、

農
林
水
産
課
、
商
工
観
光
課
、
町

商
工
会
が
連
携
し
て
当
た
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
の
中
で
、

農
商
工
等
連
携
促
進
法
等
の
支
援

質
問　

現
在
町
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

活
用
し
た
国
際
理
解
教
育
と
し
て

英
語
学
習
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
こ
の
英
語
学
習
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
、
教

育
長
の
お
考
え

を
お
伺
い
し
ま

す
。

答
弁　

現
在
当

町
は
三
名
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
が
在
籍
し
、

町
内
八
校
の
小

中
学
校
、
一
幼

稚
園
に
て
英
語

活
動
、
英
語
教

育
に
携
わ
っ
て

お
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進

展
に
呼
応
し
、
学
校
教
育
の
中
に

国
際
化
に
対
応
す
る
教
育
の
推
進

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
国
際
理
解
教

育
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後

さ
ら
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
を
確
か
な

も
の
と
し
、
お
い
ら
せ
町
児
童
生

徒
の
国
際
感
覚
、
国
際
化
時
代
に

対
応
で
き
る
素
地
を
育
成
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
学
習
の

中
で
、
町
民
の
国
際
化
対
応
の
た

め
に
も
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
活
用
の
英
会
話

教
室
の
充
実
に
も
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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般 

質 

問
馬 場 正 治　議員

合
併
後
三
年
間
で
活
用
し

た
国
や
県
か
ら
の
財
政
支

援
と
今
後
の
活
用
計
画
は

質
問 

①　

お
い
ら
せ
町
が
ス
タ

ー
ト
し
て
三
年
が
経
過
し
た
が
、

合
併
特
例
法
に
よ
る
国
や
県
か
ら

の
財
政
支
援
措
置
の
活
用
状
況
は
。

②　

今
後
の
活
用
計
画
は
。

答
弁 

①　
国
の
合
併
推
進
体
制
整

備
費
補
助
金
は
、
十
年
間
で
使
え

る
総
額
三
億
円
の
う
ち
、
す
で
に

実
施
し
た
各
種
計
画
書
の
作
成
や

図
書
館
管
理
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
、

道
路
台
帳
整
備
事
業
な
ど
に

一
億
五
千
万
円
余
り
を
活
用
し
た
。

県
の
合
併
支
援
特
別
交
付
金
は
、

平
成
十
七
年
度
か
ら
六
年
間
で
使

え
る
総
額
四
億
円
の
う
ち
、
す
で

に
実
施
し
た
電
算
シ
ス
テ
ム
統
合

化
事
業
や
戸
籍
電
算
化
事
業
、
分

庁
舎
非
常
用
予
備
発
電
装
置
工
事

な
ど
に
二
億
二
千
七
百
万
円
余
り

を
充
当
し
た
。

　

合
併
特
例
事
業
債
は
、
平
成

十
七
年
度
か
ら
十
一
年
間
に
実
施

す
る
合
併
関
連
事
業
に
認
め
ら
れ

る
借
入
金
で
、
既
に
実
施
し
た
電

算
シ
ス
テ
ム
統
合
化
事
業
や
地
域

振
興
基
金
造
成
事
業
、
防
災
行
政

無
線
放
送
施
設
統
合
更
新
事
業
な

ど
に
借
入
総
額
十
七
億
五
千
二
百

万
円
余
り
を
充
当
し
た
。

②　

県
の
合
併
支
援
特
別
交
付
金

は
平
成
二
十
一
、
二
十
二
年
度
の

二
ヵ
年
で
、
交
付
予
定
額
一
億
七

千
二
百
万
円
余
り
を
百
石
中
学
校

改
築
工
事
や
防
災
行
政
無
線
放
送

施
設
統
合
更
新
事
業
な
ど
に
充
て

る
予
定
。

　

合
併
特
例
事
業
債
の
借
入
予
定

額
は
平
成
二
十
一
年
度
か
ら

二
十
七
年
度
ま
で
の
七
年
間
に

二
十
五
億
円
程
度
を
想
定
し
て
お

り
、
主
な
事
業
と
し
て
は
百
石
中

学
校
改
築
工
事
や
防
災
行
政
無
線

放
送
施
設
統
合
更
新
事
業
、
木

内
々
小
学
校
と
下
田
小
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
な
ど
。

　

国
の
合
併
推
進
体
制
整
備
費
補

助
金
は
平
成
二
十
一
年
度
補
助
予

定
額
二
千
二
百
万
円
を
木
内
々
小

学
校
耐
震
改
修
工
事
や
い
ち
ょ
う

公
園
体
育
館
耐
震
改
修
事
業
、
分

庁
舎
耐
震
診
断
事
業
な
ど
に
充
て

る
予
定
で
あ
り
、
残
り
は
総
合
計

画
の
実
施
計
画
に
基
づ
き
充
当
で

き
る
事
業
の
精
査
発
掘
を
行
い
決

定
す
る
。

　

平
成
十
八
年
度
に
地
域
振
興
基

金
造
成
事
業
で
積
み
立
て
た
基
金

十
二
億
三
千
万
円
の
二
ヵ
年
の
利

息
千
百
三
十
万
円
余
り
は
街
路
灯

整
備
事
業
に
充
て
て
お
り
、
整
備

後
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
な
ど
町

民
の
連
携
強
化
と
地
域
振
興
を
図

る
事
業
に
充
て
る
。

質
問　

三
町
合
併
か
ら
二
町
に
よ

る
合
併
へ
と
規
模
を
縮
小
し
て
も

「
合
併
は
正
し
か
っ
た
」
と
町
民

に
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
町
民
の
意
識
を
調
査
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答
弁　

合
併
は
避
け
て
通
れ
な
い

最
善
の
手
段
で
あ
っ
た
と
認
識
し

て
お
り
「
合
併
は
正
し
か
っ
た
」

と
の
見
解
を
示
す
こ
と
も
必
要
だ

が
、
で
き
る
だ
け
町
民
の
声
を
把

握
し
現
在
抱
い
て
い
る
町
民
の
不

満
を
払
拭
で
き
る
よ
う
事
業
施
策

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
よ
り
重

要
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
の

検
証
を
平
成
二
十
一
年
度
に
実
施

す
る
。

合
併
の
成
果
に
つ
い
て

町
民
の
評
価
を
問
う
考
え
は

町事業施策への合併特例法に基づく財源充当の状況

①市町村合併推進体制整備費補助金（国）…限度額３億円

②市町村合併支援特別交付金（県）…限度額４億円

③合併特例債（借入金）

　ア）推進債：充当率90％、元利償還金の50％が交付税算入…合併準備期間

　イ）特例債：充当率95％、元利償還金の70％が交付税算入…限度額75.5億円

（交付税算入＝国が支援する額）

名　　　　　称 財　源 平成17～20年度充当額

合 併 推 進 体 制 整 備 費 補 助 金 ① 151,294,000円 

合 併 支 援 特 別 補 助 金 ② 227,387,000円 

合 併 推 進 債 ・ 合 併 特 例 債 ③ 1,752,500,000円 

合　　　　　計 2,131,181,000円 
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？
？ ？

百石小学校正門前に設置された
押しボタン式信号機

第
二
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

編
集
後
記

　

こ
れ
ま
で
定
例
会
で
行
わ
れ
て
い
る
一
般
質
問
の
中
か
ら
、
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
か
追
跡
調
査
し
て
み
ま
し
た
。

　

今
回
は
平
成
二
十
年
六
月
議
会
で
議
員
が
質
問
し
た
通
学
路
の
安
全
対
策

と
し
て
の
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
経
過
を
調
査
し
ま
し
た
。

　県道百石・下田線開通に伴い児童の交通安全対
策として百石小学校周辺に信号機（自動式・手押
し式）が何ヵ所設置されるか。

　百石小学校通学路線との交差点に自動式の信号
機を、また、小学校正門前には押しボタン式の信
号機を、合わせて２ヵ所設置予定です。

　平成20年９月に小学校正門前に押しボタン式
の信号機が、12月に百石小学校通学路線との交
差点に感応式の信号機が設置されました。

質問

答弁

経過

　

合
併
か
ら
早
や
三
年
。
希
望
を
胸
に
船
出
し
た

「
お
い
ら
せ
丸
」
が
、
港
を
出
て
わ
ず
か
一
、
二

年
で
百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
世
界
的
大
不
況
の

荒
波
に
揉
ま
れ
る
こ
と
は
、
誰
も
予
想
し
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
。

　

政
府
の
定
額
給
付
金
や
緊
急
経
済
対
策
、
緊
急

雇
用
対
策
な
ど
で
ど
れ
だ
け
景
気
が
回
復
す
る
の

か
は
未
知
数
で
す
が
、
県
内
で
は
東
北
新
幹
線
の

全
線
開
業
、
町
内
で
は
百
石
漁
港
の
完
成
共
用
開

始
な
ど
、
明
る
い
話
題
も
す
ぐ
そ
こ
に
見
え
て
い

ま
す
。

　

「
お
い
ら
せ
丸
」
に
は
、
ど
ん
な
荒
波
も
乗
り

越
え
ら
れ
る
バ
ラ
ス
ト
（
船
を
安
定
さ
せ
る
た
め

の
重
り
）
を
積
ん
で
い
る
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
バ

ラ
ス
ト
こ
そ
が
私
た
ち
全
町
民
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
こ
の
頃
で
す
。

　

議
会
広
報
編
集
副
委
員
長　

馬
場　

正
治　

記

六
月
五
日
（
金
）
開
会
予
定

　

（
日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

　

会
場
は
本
庁
舎
三
階
の
議
場
で
、
開
始
時

間
は
原
則
十
時
か
ら
で
す
。

　

●
問
合
せ　

　
　

議
会
事
務
局
（
本
庁
舎
三
階
）

　
　

電
話　

〇
一
七
八
―
五
六
―
二
一
一
二


